
○令和3年度　森林環境保全基金事業実績 金額：千円

国費 基金

○荒廃した民有林の間伐を進め、針葉樹と広葉樹の混じり合った森林に再生

計 3,911ha

346,561 149,432 197,129
H29 770ha

H30 619ha

R1 380ha

R2 468ha

R3 476ha

計 2,713ha

○長期間放置され低木類や竹・つるの繁茂により荒廃した里山林を再生

26,857 8,164 18,693 計 503ha

H29 100ha

H30 124ha

R1 91ha

R2 149ha

R3 61ha

計 525ha

○広葉樹の植栽により水源かん養や生物多様性などの公益的機能を増進

34,531 18,101 16,430 計 78ha

H29 8ha

H30 12ha

R1 3ha

R2 9ha

R3 10ha

計 42ha

(801,575) (310,545) (491,030)
407,949 175,697 232,252

計 768組

H29 174組

H30 171組

R1 160組

R2 160組

R3 68組

計 733組

(1,500) (1,500)

1,500 1,500

80ha 61ha

7ha 10ha

学習用備品名

16組

48組

机・椅子

机・椅子

社会福祉法人ゆうゆう

株式会社ウブントゥ

備　　考

(20,444) (10,707) (9,737)

年度内完了見込み

実施内容

除伐等

計画数量 年度内完了見込み

第1期（H24～H28）

第2期（H29～R3）

第1期（H24～H28）

第2期（H29～R3）

460ha

施策 事　　業　　内　　容事業名 事業費

荒
廃
森
林
再
生
事
業

(743,903) (288,570) (455,333)

多
様
な
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る
森
づ
く
り

里
山
再
生
事
業

広
葉
樹
の
森
づ
く
り

推
進
事
業

(37,228) (11,268) (25,960)

小計

実施内容

間伐等

計画数量

次年度繰越

次年度繰越

1,127ha 476ha

木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
促
進

甲
斐
の
木
づ
か
い
推
進

事
業
費
補
助
金

(1,500)
1,500

-             
(1,500)

1,500

学校名

すみよし愛児園

数量

小計

○県産材を利用する意識を醸成することにより、県産材の利用促進を図るため、市町村、学校法人及び社会福祉法人が行う、県産材を使用した
学習用備品を学校施設等に導入するための経費に助成

社会福祉法人多幸福祉会

第2期（H29～R3）

認定こども園ウブントゥ富士の森

認定保育所令和にこにこ園 机・椅子 4組

計

補助対象

68組

第1期（H24～H28）

R3整備面積計　547ha

第1期（H24～H28）

第2期（H29～R3）実施内容 計画数量 年度内完了見込み 次年度繰越

広葉樹植栽等

資料１

上段（）：予算（前年度繰越含む）

下段 ：決算見込額
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○令和3年度　森林環境保全基金事業実績 金額：千円

国費 基金
備　　考施策 事　　業　　内　　容事業名 事業費

計 68機関

H29 11機関

H30 14機関

R1 12機関

R2 14機関

R3 10機関

計 61機関

○森林の公益的機能について多くの県民に理解していただき、県民参加の森づくりを進めるための普及啓発事業を実施

・森林整備現場見学会の開催

・間伐現場見学（山梨市牧丘町室伏地内）
・木製品ギャラリー等の見学
・講座聴講「森林環境税の効果について」
・間伐現場見学（南部町内船地内）
・思親山ハイキング
・講座聴講「ＦＳＣ森林管理認証について」

・PR看板の設置

　　森林整備実施箇所のうち展示効果の高い箇所（10箇所）に、森林環境税を活用したことを周知するPR看板を設置

・森林環境税情報誌発行

　　情報誌「木もれ日」（20,000部）を発行し、市町村、病院、金融機関、コンビニエンスストア等に配布するとともに、県ホームページ上に公表

・甲府法人会青年部「親子で学ぶ税金教室」

　　税の知識の普及啓発のため、小学生を対象とした「租税教育」を開催

・甲府法人会報紙へ寄稿

　　甲府法人会が発行している「甲府法人会たより」に森林環境税制度の普及啓発記事を寄稿

・木質バイオマス普及啓発イベントの開催

○森林環境保全基金事業の効果の検証等に広く県民の意見を反映させるため、森林環境保全基金運営協議会を設置

・山梨県森林環境保全基金運営協議会の開催

令和2年度事業の進捗、令和3年度事業計画、モニタリング結果　等

森林環境保全基金事業第3期計画（素案）、県民説明会について　等

令和2年度事業の実績、基金の管理状況、森林環境保全基金事業第3期計画　等

・事業効果検証モニタリング調査

　14箇所で調査を実施（荒廃森林再生事業：12箇所、広葉樹の森づくり推進事業：2箇所）

(4,847) (4,847)

3,856 3,856

(807,922) (310,545) (497,377)

413,305 175,697 237,608

○子どもたちが、森林の中で様々な体験活動を行い、森づくりの重要性や必要性を学ぶことで、将来にわたり森林を守っていく心を育むことを
目的に、教育機関等が森林環境教育の一環として行う森林体験活動に対し助成

第2回 令和3年10月26日(火) 恩賜林記念館大会議室

内容出展イベント名

18人

富士山周辺の自然観察、御中道巡り

大月東小学校学校林

八ヶ岳周辺の自然観察

登山体験、森林被害の学習、薪割り、火起
こし、ネイチャーゲーム等

64名

72名

学校林（梅林）での収穫体験活動

山梨県富士山科学研究所、富士山御中道

山梨県立八ヶ岳少年自然の家

場所

どんぐり拾い、木工作

丹波山村立丹波中学校

清里の森　木質バイオマスフェア

合計

恩賜林記念館大会議室

開催年月日

フィールドビンゴ、森の色探し、フィール
ドラリー等

森
林
環
境
保
全
基
金

運
営
協
議
会
開
催
費

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

活動内容

小計

県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

推
進
事
業
費

-             

会場

清里の森

スポーツレクリエーション、ガイドウォー
ク、クラフト体験、風景画作成

計

山梨大学教育学部附属中学校

家庭用木質バイオマス設備（ペレットストー
ブ・薪ストーブ等）の展示説明会

65名

596人

33名

森林散策、森林観察、虫取り、魚のつかみ
取り

10名

内容

10教育機関等

(630)
610

第3回 令和3年12月23日(木) 恩賜林記念館大会議室

第1回 令和3年7月27日(火)

-             

区分

(630)
610

大月市立七保小学校

大月市立大月東小学校

市川三郷町立市川小学校

令和3年11月6日(土)

コース

山梨市立日下部小学校

社会福祉法人宮前福祉会石和東こども園
(2,160)

1,277

山梨県立八ヶ岳少年自然の家

熊野神社、市川小学校

山梨県立愛宕山こどもの国

令和3年10月30,31日（土日）

開催年月日

白州フォスターヴィレッジ

(2,057)
1,969

-             
(2,057)

1,969

行程 参加人数

参加人数

峡東

甲府市立北新小学校

28人

冒険ハイク

開催年月日

峡南 令和3年11月7日(日)

富士緑の休暇村、河口湖フィールドセンター、富
士学園

(2,160)
1,277

甲府市立笛南中学校

学校法人貢川幼稚園

森
林
体
験
活
動
支
援
費
補
助
金

40名

51名

補助事業者 活動場所

大菩薩峠、村内森林、奥秋キャンプ場、丹波川、
丹波山村交流促進センター等

66名

山梨県立八ヶ岳少年自然の家

美し森ウォークラリー、クラフト体験、冒
険ハイク、ナイト追跡

43名

第1期（H24～H28）

第2期（H29～R3）

152名
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○令和４年度森林環境保全基金事業　一覧

金額単位：千円、（　）内はR3年度予算額。《　》内はR3年度繰越分でR4予算の外数で（　）の内数

国補 基金

《 334,037 》《 134,697 》《 199,340 》

443,828 187,706 256,122

( 457,280 ) ( 191,178 ) ( 266,102 )

41,437 13,040 28,397

( 37,228 ) ( 11,268 ) ( 25,960 )

19,860 10,467 9,393

( 20,444 ) ( 10,707 ) ( 9,737 )

《 334,037 》《 134,697 》《 199,340 》

505,125 211,213 293,912

( 514,952 ) ( 213,153 ) ( 301,799 )

5,000 - 5,000

( - ) ( - ) ( - )

5,000 - 5,000

( 1,500 ) ( - ) ( 1,500 )

木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
促
進

○森林内に残されている未利用材（末木枝条等）のバイオマス資源としての利用を促進するため
運搬費を助成

　  ・補助率：1,500円／m3

小　　　　　　　　　　計

森林環境保全
推進事業費

（森林整備課)

※R3年度予算
甲斐の木づかい推進事業費補助金（1,500千
円）

施策

多
様
な
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る
森
づ
く
り

予算額事 業 名
（ 担 当 課 ）

事 業 内 容

広葉樹の森づくり推進事業　　        【6ha】
○広葉樹の植栽により水源かん養や生物多様性などの公益的機能を増進
　・広葉樹苗木の植栽・保育
　・苗木の食害防止を図るための植栽木の保護（食害防止工）
　・森林所有者の確認・把握、事前準備のための荒廃林の調査、所有者との現地踏査、測量など
　　事業実施に向けた取り組み作業

小　　　　　　　　　　計

備　　　考

 新

未利用材活用促進
事業費補助金

（林業振興課）

荒廃森林再生事業　　                      【692ha《460ha》】
○荒廃した民有林の間伐を進め、針葉樹と広葉樹の混じり合った森林に再生
　・荒廃森林を解消するための間伐
　・間伐区域内の急傾斜地等で伐倒木を林内に放置することが適当でない箇所での伐倒木の集積
　・間伐区域内の残存木を獣害から保護（皮剥防止工）
　・間伐を実施するために必要な森林作業道開設、既設作業道等補修
　・森林所有者の確認・把握、事前準備のための荒廃林の調査、所有者との現地踏査、測量など
　　事業実施に向けた取り組み作業

里山再生事業　　　　             　　　  【100ha】
○長期間放置され低木類や竹・つるの繁茂により荒廃した里山林を再生
　・里山林の再生を目的とした不用木の除去
　・野生鳥獣対策や里山景観の向上を図るための除伐木の林内集積
　・里山林に侵入した竹等の除去
　・荒廃した里山林の解消のため、森林に編入が可能な耕作放棄地の絞り込み調査
　・森林所有者の確認・把握、事前準備のための荒廃林の調査、所有者との現地踏査、測量など
　　事業実施に向けた取り組み作業

資料２
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金額単位：千円、（　）内はR3年度予算額。《　》内はR3年度繰越分でR4予算の外数で（　）の内数

国補 基金
施策 予算額事 業 名

（ 担 当 課 ）
事 業 内 容 備　　　考

2,981 - 2,981

( 2,057 ) ( - ) ( 2,057 )

584 - 584

( 630 ) ( - ) ( 630 )

3,565 - 3,565

( 4,847 ) ( - ) ( 4,847 )

《 334,037 》《 134,697 》《 199,340 》

513,690 211,213 302,477

( 521,299 ) ( 213,153 ) ( 308,146 )

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

※R3年度予算
森林体験活動支援費補助金（2,160千円）含
む

県民参加の
森林づくり
推進事業費

（森林政策課）

森林環境保全基金
運営協議会開催費
　
（森林政策課）

○地球温暖化防止、水源かん養など森林の持つ様々な機能を多くの県民に理解していただき、
　県民参加の森づくりを進めるため、普及啓発事業を実施

　　・「森林整備現場見学会」（11月中北、富士東部管内で開催予定）
　　　※森林環境保全基金事業（森林整備）実施箇所を数箇所見学し、事業内容等を説明

　　・森林環境税情報誌「木もれ日」の発行（２月発行予定）
　　　※森林整備の実施状況や、森林環境税を活用して活動を行っている団体等を紹介する情報
　　　　誌を発行し、県民に広く情報発信する。
　
　　・事業の取組をＰＲする動画をYouTube等で発信

小　　　　　　　　　　計

○森林の保全等を目的とした森林環境保全推進事業の効果の検証等に広く県民の意見を反映させ
　るため、森林環境保全基金運営協議会を設置
　　・委員８名
　　・年２回開催（第1回７月、第2回12月開催予定）
　　・事業効果検証モニタリング調査
      ※森林環境保全推進事業実施後の経年変化を定点観測し、事業効果の検証調査を行う。

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
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未利用材活用促進事業について

県内では、大月市に続き、南部町においても木質バイオマス発電所が稼働を開始し、令和６年2月には甲斐市においても発電所の稼働
が予定されるなど、エネルギー利用する木質バイオマスの需要が拡大する見込み

国は２０５０年までに温室効果ガスの排出をゼロにする｢２０５０年カーボンニュートラル｣を宣言しており、再生可能エネルギーを最
大限導入し、長年続けてきた石炭火力発電に対する政策を抜本的に転換することとしており、木質バイオマスの更なる活用が課題

伐採時に発生する根元部、末木や枝条、ナラ枯れ被害木など
は、積込、運搬等の経費が掛かり、採算が取れないため、林
地内に残置

未利用材の収集・運搬における作業の効率化に向けた取り組みを補助要
件として支援し、事業者はそのノウハウの蓄積を図り、低コスト化を進
めることで、将来的には県の支援によらず林地内に残されている未利用
材のバイオマス資源としての利用促進を目指す。

補助対象：作業の効率化の取り組みにより供給される未利用材等の運搬経費を助成
事業期間：令和 ・森林環境保全基金事業第３期計画期間）
事業主体：森林組合等林業事業体
補助単価：1,500円/ 

効率化・低コス
ト化の取り組み

伐採現場 発電施設等運搬

未利用材が再生可能なバイオマス資源として有効利用されることにより、脱
炭素社会や２０５０年カーボンニュートラルの実現に貢献

未利用材活用へ向けた取り組み未利用材の活用に向けた課題

事業効果

未利用材の有効利用を図るためには、作業の効率化の取り組
みが必要

○中間土場への収集
（効率的な仕分けと
ロットの確保）

○移動式チッパー機導入
（チップ化により運搬コ
ストの軽減）

資料２-1
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森林環境保全基金管理状況

金額単位：円

令和３年度（決算見込み） 令和４年度（予定）

１　令和２年度からの残金 ５　令和３年度からの残金

金額 金額

令和２年度末基金残高 A 8,459,067 令和３年度末基金残高 E 743,606

２　基金積立額 ６　基金積立額

金額 金額

281,007,000 281,277,000

-6,652,967 3,522,000

20,000,000 20,000,000

基金利子収入 1,735 11,000

4,490,953 58,845,533

B 298,846,721 F 363,655,533

３　執行（充当）額 ７　執行（充当）予定額

金額 金額

令和２年度繰越事業執行額 130,385,110 令和３年度繰越事業取崩額 199,339,909

C 107,222,273 G 302,477,000

(237,607,383) 501,816,909

D 199,339,909

436,947,292

４　年度末基金残高 ８　年度末基金残高

金額 金額

令和３年度末基金残高 A+B-C-D 743,606 令和４年度末基金残高 E+F-G 61,922,139

計

計

区分 区分

※執行残額については、令和４年度の森林環境保全基金事業に充当 ※執行残額については、令和４年度補正又は５年度の森林環境保全基金事業に充当予定。

区分 区分

区分 区分

森林環境税　令和３年度　税収見込額 森林環境税　令和４年度　税収見込額

（年度内執行分　小計）

令和3年度森林環境保全基金事業費充当額（次年度への繰越額）

森林環境税　令和３年度　税収額確定に伴う精算見込額

令和３年度　神奈川県との共同事業負担金

繰越事業分執行残額（再積立）

                                                計

森林環境税　令和２年度　税収額確定に伴う精算額

基金利子収入

令和３年度　神奈川県との共同事業負担金

繰越事業分執行残額（再積立）

                                                計

区分 区分

令和３年度森林環境保全基金事業費充当額 令和４年度森林環境保全基金事業費充当額

資料３

6


